
入口と世帯 

毎
り
 
二
こ
ん
で
く
だ
さ
．
 
り
 
と
土
役
に
」J
一
」
 

運
動
会
 

、
  

ま
っ
さ
お
な
空
に
、万
国
旗
が
ひ
る
が
え
り
、
い
よ
い
よ
リ
レ

ー
 

が
始
ま
っ
た
。
 

赤
・
白
・
青
・
黄
が
、い
っ
せ
い
に
ス
タ
ー
ト
ノ
 

「ケ
ッ
パ
レ
ノ
」
の
大
き
な
声
援
の
中
で
、子
供
達
は
、
と
ぶ
。
 

力
の
限
り
、
未
来
へ
向
か
って
、
と
ぶ
。
 

5月31日現在（ ）内は前回比、男 23,646 (+28）女 26,243 (+33）計 49,889 (+61） 世帯 16,714 (+13) 

発行五所川原市役所ノ編集企画調整課〒037 五所川原市字岩木町12番地 ft代(35 - 2111番 
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ト
昨
日
げ
と
じ
こ
ん
で
く
疋
さ
い

き
J

と
む
'
伐
に
引
ち
ま
す

世帯 16司 714(+ 13) 

ま
っ
さ
お
な
空
に
、
万
国
旗
が
ひ
る
が
え
り
、

が
始
ま
っ
た
。

赤
・
白
・
青
・
黄
が
、
い
っ
せ
い
に
ス
タ
ー
ト
/

「ケ
ツ
パ
レ
/
」
の
大
き
な
声
援
の
中
で
、
子
供
達
は
、
と
ぷ
。

力
の
限
り
、
未
来
へ
向
か
っ
て
、
と
ぷ
。

し、
よ
し1

よ
1) 

レ

運

動

A エミ

タ:26，243 (+ 33) 計 49，889(+61) )内は!日j回比、リ)23，646 (十28)
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ひかり輝いていますα 

市 民 相 談 室 
少年相談センターでは、毎日相談に 

応じています。合35-2111（内線281) 

(49.6%) 

万引き 
962人 

その他の
刑法犯 
529人 
(27.3%) 

初発型非行 
1 ,411X(72.7%) 

自転車盗 
142人 

(7.3%) 

《
 

占有離脱
物横領 

161人 

(8.3%) 

 

矛
れ
あ
い
と
対
折
叫
か
第く
明
る
い
社
ム
P
 

 

毎
年
、七
月
は
『
社
会
を
明
る
 

立
ち
直
り
は
、
愛
情
と
理
解
で
す
 

す
る
運
動
月
間
』
 

で
す
 
平成 5年7月 1日 2 

〇
少
年
の
割
合
 

全
刑
法
犯

（
成
人
を含
む
）
に

占
め
る
少
年
の
割
合
は
六
十
三

・

五
パ

ー
セ
ン
ト
、
四
年
連
続
し
て

六
割
を
超
え
、
全
国
的
に
も
本
県

は
高
い
割
合
で
推
移
し
て
い
る
。
 

〇
万
引
き
が
五
割
 

刑
法
犯
の
中
の
窃
盗
は
、
全
体
 

の
五＋
一
〇
ハ
ー叫
そ
 

の
う
ち
、
少
年
の
万
引
き
は
四
十

九

・
六
。ハ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

〇
約
半
数
が
中
学
生
 

学
職
別
で
み
る
と
、
学
生
、
生

徒
が
全
体
の
九
十
六
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
、
う
ち
中
学
生
が
半
数
を
占

め
て
い
ま
す
。
 

も
っ
す
ぐ
、
う
れ
し
い
夏
休
み
L
 

で
も
、
ふ
と
し
た
気
の
緩
み

か
ら
、
誤
っ
た
道
を
走
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
夏
休
み
」
 

「社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
ま
ち
ぐ
る
み
、
家
庭
、学
校
、
 

職
場
が
ー
つ
に
な
っ
て
、
犯
罪
を
誘
発
し
な
い
よ
う
な
社
会
を
つ
く

る
と
共
に
、
残
念
な
が
ら
、
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人
に
は
、
更
生

の
手
助
け
を
す
る
な
ど
全
国
的
な
運
動
で
す
。
 

全
国
的
に
少
年の
犯
罪
が
増
加
し
て
い
ま
す
 

昨
年
、
年
間
青
森
県
内
で
、
刑
 
低
い

少
年
や
、
両
親
が
揃
っ
て
い

法
犯
と
し
て
検
挙
さ
れ
た
少
年
は
、
 

て
、
経
済
的
に
も
不
自
由
の
無
い

一
、
九
四
〇
人
。
刑
法
犯
全
検
挙
 
家

庭
の
少
年
が
多
い
の
も
、
最
近

人
員
の
半
数
以
上
が
二
十
歳
未
満
 

の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

の
少
年
な
の
で
す
。
 

十
四
歳
5
＋
六
歳
と
、
年
齢
の
 

昨
年
度
の
県
内
少
年
非
行
の
状
況
 

「五
所
川
原
市
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
実
施
委
員
会
」
で
は
、
 

次
の
日
程
で
、「社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
市
民
集
会
」
と
「
街
頭
。ハ

レ
ー
ド
」
を
行
い
ま
す
。
 

私
達
の
、
心
遣
い
や
気
配
り
が
、
 

非
行
に
走
っ
て
し
ま
っ
た
少
年
や
 

罪
を
犯
し
た
人
達
の
立
ち
直
る
た
 

め
の
力
に
な
れ
ば
、と
思
い
ま
す
。
 

▽
日
時
 
七
月
九
日

（
金
）
 

午
前
十
時
 

▽
場
所
 
市
庁
舎
前
お
祭
り
広
場
 

『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
月
間
』で

す

愛
情
と
理
解
で
す

毎
年
、
七
月
は

も
う
す
ぐ
、
う
れ
し
い
夏
休
み
ん

で

も
、
ふ
と
し
た
気
の
緩
み

か
ら
、
誤
っ
た
道
を
走
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
夏
休
み

L

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
ま
ち
ぐ
る
み
、
家
庭
、
学
校
、

職
場
が
一
つ
に
な
っ
て
、
犯
罪
を
誘
発
ん
な
い
よ
う
な
社
会
を
つ
く

る
と
共
に
、
残
念
な
が
ら
、
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人
に
は
、
更
生

の
手
助
け
を
す
る
な
ど
全
国
的
な
運
動
で
す
。

全
国
的
に
少
年
の
犯
罪
が
増
加
し
て
い
ま
す

昨
年
、
年
間
青
森
県
内
で
、
刑

法
犯
と
し
て
検
挙
さ
れ
た
少
年
は
、

一
、
九
四

O
人
。
刑
法
犯
全
検
挙

人
員
の
半
数
以
上
が
二
十
歳
未
満

の
少
年
な
の
で
す
。

十
四
歳
1
十
六
歳
と
、
年
齢
の

低
い
少
年
や
、
両
親
が
揃
っ
て
い

て
、
経
済
的
に
も
不
自
由
の
無
い

家
庭
の
少
年
が
多
い
の
も
、
最
近

の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
県
内
少
年
非
行
の
状
況

O
少
年
の
割
合

全
刑
法
犯
(
成
人
を
含
む
)
に

占
め
る
少
年
の
割
合
は
六
十
三

・

五
パ
ー
セ
ン
ト
、
四
年
連
続
し
て

六
割
を
超
え
、
全
国
的
に
も
本
県

は
高
い
割
合
で
推
移
し
て
い
る
。

O
万
引
き
が
五
割

刑
法
犯
の
中
の
窃
盗
は
、
全
体

の
五
十

一
・
O
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ

の
う
ち
、
少
年
の
万
引
き
は
四
十

九

・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。

O
約
半
数
が
中
学
生

学
職
別
で
み
る
と
、
学
生
、
生

徒
が
全
体
の
九
十
六

・
八
パ

ー
セ

ン
ト
、
う
ち
中
学
生
が
半
数
を
占

め
て
い
ま
す
。

立
ち
直
り
は
、

「
五
所
川
原
市
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
実
施
委
員
会
」
で
は
、

次
の
日
程
で
、
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
市
民
集
会
」
と
「
街
頭
パ

レ
ー
ド
」
を
行
い
ま
す
。

私
達
の
、
心
遣
い
や
気
配
り
が
、

非
行
に
走

っ
て
し
ま

っ
た
少
年
や

罪
を
犯
し
た
人
達
の
立
ち
直
る
た

め
の
力
に
な
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

マ
日
時

七
月
九
日
(
金
)

午
前
十
時

マ
場
所

市
庁
舎
前
お
祭
り
広
場

その{也の
刑法犯

529人
(27.3%) 

市民相談室
少年相談センターでは、毎日相談に

応じています。宮35-2111C内線281)
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少
年
を
非
行
か
ら
守
る
【

・
1

、
、n、
ハ
H
H
H
ロ
 

「少
年
指
導
委
員
」
に
委
嘱
状
を
交
付
 

列
車
、
街
頭
指
導
等
、
少
年
の

非
行
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
を

目
的
に
指
導
を
展
開
す
る
、
平
成

五
年
度
の
少
年
指
導
委
員
の
委
嘱

状
交
付
式
が
、
六
月
十
一
日
、
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

市
内
中
学
校
五
校
の
教
諭
と
行

政
機
関
、
商
店
、
民
間
の
有
志
者

等
、
委
嘱
を
受
け
た
九
十
五
人
の

指
導
員
は
、
今
年
度
の
指
導
を
次
 
 

の
よ
う
に
計
画
し
ま
し
た
。
 

何
よ
り
も
「
愛
の
一
声
」
を
大

切
に
、
毎
月
十
五
日
（
少
年
の日
）
 

を
中
心
と
し
て
、
街
頭
、
列
車
指

導
を
す
る
ほ
か
、
春
、
夏
、
冬
休

み
の
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
年
末
、
年

始
、
お
祭
り
等
に
重
点
を
置
き
指

導
し
て
い
く
も
の
で
す
。
 

ヤったネ 
しようへい君！ 

「梅まつり」図画コンクールで金賞 

夢議麟でー巴ー発~ 
・ 

（
ま
 

!
!
!
!
!
,,
,,
,
,
,
,

!

,，ー
，

・

，
 

六
月
十
二
日
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
丸
友
で
行
わ
れ
た
、
第

四
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り
 

「写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
「小
・
中
学

校
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式

で
、
み
ご
と
、
小
学
校
一
年
生
の

部
で
金
賞
と
な
「
た
、
羽
野
木
沢

小
学
校
一
年
生
の
、
み
か
み
し
よ

う
（
い
君
。
 

青
い
空
と
太
陽
。
太
い
が
「
し

り
し
た
幹
に
、
満
開
の
梅
。
家
、
 

緑
な
ど
、
力
強
い
、
楽
し
い
絵
で

す
ね
。
 

3 平成 5年7月1 日 

轟』調修4軍
1長

少
年
を
非
行
か
ら
守
る

「
少
年
指
導
委
員
」

に
委
嘱
状
を
交
付

の
よ
う
に
計
画
し
ま
し
た
。

何
よ
り
も
「
愛
の

一
声
」
を
大

切
に
、
毎
月
十
五
日
(
少
年
の
日
)

を
中
心
と
し
て
、
街
頭
、
列
車
指

導
を
す
る
ほ
か
、
春
、
夏
、
冬
休

み
の
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
年
末
、
年

始
、
お
祭
り
等
に
重
点
を
置
き
指

導
し
て
い
く
も
の
で
す
。

列
車
、
街
頭
指
導
等
、
少
年
の

非
行
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
を

目
的
に
指
導
を
展
開
す
る
、
平
成

五
年
度
の
少
年
指
導
委
員
の
委
嘱

状
交
付
式
が
、
六
月
十

一
日
、
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
中
学
校
五
校
の
教
諭
と
行

政
機
関
、
商
居
、
民
間
の
有
志
者

等
、
委
嘱
を
受
け
た
九
十
五
人
の

指
導
員
は
、
今
年
度
の
指
導
を
次

やコたネ
しようへい君ノ

「梅まつり 」図画コンクールで、金賞

。、私¥¥l'fIO，jI

六
月
十
二
日
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
丸
友
で
行
わ
れ
た
、
第

四
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り

「
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
「
小

・
中
学

校
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式

で
、
み
ご
と
、
小
学
校
一
年
生
の

部
で
金
賞
と
な
っ
た
、
羽
野
木
沢

小
学
校

一
年
生
の
、
み
か
み
し
よ

う
へ
い
君
。

青
い
空
と
太
陽
。
太
い
が

っ
し

り
し
た
幹
に
、
満
開
の
梅
。
家、

緑
な
ど
、
力
強
い
、
楽
し
い
絵
で

す
ね
。

僻一千小切嚇料品ーコニ謀議
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木
 
村
 

宗
 

勝
さ
ん
 

（
市
内
新

町

一
）
 

「岩
木
川
原
の
ス
ロ
ー
プ
」
 

やすらきj山に負とク 

⑩
 

 

      

   

私

の
風

景
 

  

     

     

      

      

水

辺
に

や

す
ら
ぎ
 

心
に

ゆ

と
り
 

七
月
は
「
河
川
愛
護
月
間
」
で
す
o
 

ー
岩
木
川
を
み
ん
な
で
守
り
ま
し
よ
う
l
 

俳
 

句
 

五
所
川
原
女
性
俳
句
会
 

風
に
散
る
命
短
か
し
タ
桜
 

野
村
  
と
し
 

善
意
の
花
か
ご
口
 

＠
教
育
振
興
会
へ
 

〇
鎌
谷
町
・
鳥
森
町
内
会
婦
人
部

（
宮
崎
妙子
部
長
）
廿
赤

ー
い
り
ん
 

ご
の
花
ま
つ
り
協
賛
食
堂
開
設
三
年
間
の
収
益
金
十
万
円
。
 

⑥
社
会
福
祉
へ
 

〇
竹
谷
美
和
子
氏

（
市内
蘇
鉄
三
十
ニ
ー
七
）
廿
新
曲
発
表
チ
ャ
リ
テ
 

ィ
シ
ョ
ウ
収
益
金
三
万
円
。
 

生
粋
の
五
所
川
原
っ
子
の
私
に

は
、
平
凡
な
風
景
だ
が
此
処
が
一

番
い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
る
。
 

父
方
の
先
祖
は
古
い
時
代
か
ら
鎌

谷
に
住
ん
で
い
た
。
父
は
若
い
頃
 

（昭
相
初
年
代
）
、こ
の
小
高
い
ス
 
 

ロ
ー
プ
の
L
か
ら
川
原
に
向
か
っ

て
町
会
議
員
の
演
説
を
練
習
し
て

い
た
と
ーム
うb
 母
も
川
端
町
生
ま

れ
、
生
家
は
市
役
所
真
向
か
い
の

小
野
氏
、
旧
藩
士
城
中
勤
番
の
娘

と
し
て
は
、
市
内
で
は
最
後
の
女

か
も
知
れ
な
い
。
現
在
の
市
役
所

前
の
遣
路
は
岩
木
川
の
旧
土
手
で
、
 

母
は
子
供
の
頃
、
裏
手
に
当
た
る

こ
の
土
手
よ
り
冬
に
は
よ
く
標
遊

び
を
し
た
も
の
だ
と
云
っ
て
い
る
。
 

今
、
此
処
の
ス
ロ
ー
プ
は
、
市

の
浄
水
場
と
な
り
、
水
道
橋
、
五

所
川
原
大
橋
等
近
代
構
造
物
が
目

先
を
遮
る
が
、
そ
れ
で
も
岩
木
山

が
く
っ
き
り
と
見
え
、
秋
に
は
ぽ

う
ぽ
う
と
す
す
き
が
波
を
打
ち
、
 

昔
日
の
荒
野
の
面
影
が
偲
ば
れ
て
、
 

私
に
と
っ
て
は
心
の
や
す
ら
ぎ
を

覚
え
る
素
晴
ら
し
い
場
所
で
あ
る
。
 
 

桜
咲
く
月
日
た
し
か
に
老
い
も
ま

た
 
対
馬
 
障

子
 

み
f
 

新
緑
や
こ
の
空
の
い
ろ
湖
の
い
ろ
 

前
田
せ
い
女
 

引
く
水
の
ひ
か
り
を
ふ
や
し
耕
す

田
 

長
津
 
幸
子
 

惜
春
の
想
ひ
あ
ふ
れ
て
文
を
書
く
 

小
栗
山
ひ
で
 

逢
ふ
時
は
い
つ
も
と
き
め
き
春
惜

し
む
 

斎
藤
 
さ
だ
 

豆
の
花
逢
へ
ば
老
母
の
泣
き
笑
ひ
 

成
田
 
市
子
 

タ
桜
鉦
ま
ち
ま
ち
に
百
万
遍
 

斎
藤
今
日
子
 

事
も
な
き
ひ
と
日
の
流
れ
春
彼
岸
 

高
松
 
栄
 

夫
の
忌
が
過
ぎ
春
陰
に
消
え
が
た

し
 
小
野
 
郁

子
 

ぬ
さ
 

切
り
幣
は
初
蝶
の
ご
と
地
鎮
祭
 

松
宮
 
梗
子
 

〇
川
に
と
っ
て
、
 一
番
の
ガ
ン
は

油
で
す
。
新
聞
紙
な
ど
に
含
ま
せ

て
、
燃
え
る
ゴ
ミ
（
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

〇
米
の
と
ぎ
汁
は
、庭
の
草
花
へ
。
 

〇
台
所
用
洗
剤
も
、
洗
濯
用
洗
剤

も
、
最
小
限
に

ー
 

岩
木
川
の
こ
と
は
、
建
設
省
青
森

工
事
事
務
所
五
所
川
原
出
張
所
へ

廿
三
四
二
一
七
三
八
番
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,
 

,
 

」

…私
の
風
景
一⑩ 

木

村

宗

勝

さ

ん

(
市
内
新
町
)

「岩
木
川
原
の
ス
ロ
ー
プ
」

一
二
九
十
〉

-
L
I
l
i
-
-
7
仁

〉

F
h

-

パ

J
r
o
t--一
ド
川

b
ケ

l
d
主
し

は
、
千
凡
な
胤
川以
だ
が
此
処
が
.

品
川
い
い
と
こ
ろ
だ
と
巴
っ
て
い
る
。

父
方
の
先
担
は
山
い
川
代
か
ら
鎌

芥
に
印
ん
で
い
た
。
父
は
打
い
凶

(川
和
初
午
代
)
、
こ
の
小
山
い
ス

口

l
フ
の
卜
.
か
ら
川
原
に
向
か
っ

て
町
会
議
日
の
出
説
を
糾
押
し
て

い
た
と
心
う
。
町
も
川
端
川
仰
い
ま

れ
、
情
家
は
い
巾
役
所
点
向
か
い
の

小
肝
氏
、
川
滞
'
じ
城
山
中
勤
併
の
地

と
し
て
は
、
山
内
で
は
円
以
後
の

k

か
も
知
れ
な
い
。
現
花
の
山
役
所

前
の
道
路
は
屑
木
川
の
川
k
f
v
y
で、

町
は
子
供
の
刷
、
一
以
子
に
内
た
る

こ
の
ヒ
予
よ
り
冬
に
は
よ
く
憾
遊

び
を
し
た
も
の
だ
と
一
ぶ
っ
て
い
る
。

今
、
此
処
の
ス
ロ
ー
プ
は
、
山

の
浄
水
場
と
な
り
、

ル
小
迫
析
、
.
九

所
川
原
大
橋
手
近
代
柿
造
物
が
日

一

先
を
遮
る
が
、
そ
れ
で
も
岩
木
山

一

が
く

っ
き
り
と
比
え
、
秋
に
は
ぽ

一

う
ぽ
う
と
す
す
き
が
械
を
打
ち
、

什
ハ
の
荒
肝
の
而

M
が
偲
ば
れ
て
、
一

私
に
と

っ
て
は
心
の
や
す
ら
ぎ
を

一

党
え
る
よ
川
ら
し
い
場
所
で
あ
る
。

水
辺
に
や
す
ら
、
ぎ

心

に

ゆ

と

り

「
河
川
愛
護
月
間
」

‘;‘、

'. 

τ 

七
月
は

で
す
。

ー
岩
木
川
を
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
H
H

O
川
に
と
っ
て
、

一
番
の
ガ
ン
は

油
で
す
。
新
聞
紙
な
ど
に
含
ま
せ

て
、
燃
え
る
ゴ
ミ
へ

出
し
て
く
だ

さ
い
。

O
米
の
と
ぎ
汁
は
、
庭
の
市
花
へ

。

O
台
所
用
洗
剤
も
、
洗
瀧
用
洗
剤

も
、
最
小
限
に

l
。

岩
木
川
の
こ
と
は
、

建
設
省
青
森

工
事
事
務
所
五
所
川
原
出
張
所
へ

宮
三
回

。
二
七
三
八
番

善
意
の
括
か
ご

@
教
育
振
興
会
へ

O
鎌
谷
町
・
烏
森
町
内
会
婦
人
部

(宵
崎
妙
子
部
長

)
l
亦

1
い
り
ん

ご
の
花
ま
つ
り
協
賛
食
堂
開
設・二
年
間
の
収
訴
合
ト
万
川
。

@
社
会
福
祉
へ

O
竹
谷
美
和
子
氏

(市
内
蘇
鉄
:
J
V
S
4
l
じ
)

H
H
新
曲
発
表
チ
ャ
リ
テ

ィ
シ
ョ
ウ
収
益
金
:
一
万
川
。

画

直

五
所
川
原
女
性
俳
句
会

j且l

10放
る
h-
ロP

矢1l
か
し
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引
く
水
の
ひ
か
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ふ
や
し
耕
す

凹

長

搾

学

子

併
存
の
必
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あ
ふ
れ
で
文
を
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小
栄
山
ひ
で

し i釜
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H、F
lま
し、
d コ
も
と
き
め
き

存

売
JJ';長

丘
の
花
逢
へ
ば
右
母
の
泣
き
笑
ひ

成
田

山

fr

タ
悩
飢
ま
ち
ま
ち
に
行
万
遍

-
間
雌
今
日
子

ぃ山ド
も
な
き
ひ
と
刊
の
流
れ
存
彼
岸

高

松

栄

夫
の
忌
が
過
ぎ
存
陰
に
消
え
が
た

ト

野

裕

子

ノ

1

1
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「ク
マ
ガ
イ
 

ソ
ウ
」
 

（
熊
谷
草

）
 

石岡 浩さん 

（福山・広富） 

五
月
の
初
め
、
い
っ
せ
い
に
芽
吹
く
、
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
の
、
小
さ

な
筒
の
よ
う
な
可
愛
い
い
姿
は
、
本
当
に
見
事
な
も
の
で
す
。
 

や
が
て
扇
子
を
ひ
ろ
げ
た
よ
う
な
大
き
な
葉
の
中
に
、
 一
つ
、下

向
き
に
ふ
っ
く
ら
と
し
た
薄
紅
の
花
を
つ
け
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が

ま
た
、
い
い
ん
で
す
ね
。
 

ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
の
名
は
、花
の
形
が
、源
平

一
の
谷
の
合
戦
の
際
、
 

熊
谷
直
実
が
、
敵
の
矢
を
防
ぐ
た
め
に
背
負
っ
た
と
い
う
大
き
な
布

袋
の
製

（
ほろ
）
の
形
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
つ
け
ら
れ
た
、
と

い
う
説
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
 

ニ
ト
年
前
、
市
浦
の
山
に
牧
場
が
つ
く
ら
れ
た
時
、友
人
か
ら
二
、
 

三
本
頂
い
た
ん
で
す
が
、
大
き
な
樹
の
下
が
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

今
は
二
百
数
十
本
に
な
り
ま
し
た
。
 

 

クマガイソウ 

《
  

日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴル
フ
推
せ
んコ
ー
ス
 

菊
ケ
丘
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
ォ
ー
プ
ン
記
念

ー
 

（
多一
 

平
成
五
年
度
青
森
県
グ

ラ
ウ
ン
ド

・
、コ
ル
フ
乙
、
 

選
手

権
大
会
 

訓
で
も
、
り
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ッ

と
し
て
、
ま
す
ま
す
人
気
上
昇
中

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
す
が
、
 

菊
ケ
丘
運
動
公
園
が
、
日
本
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
の
推
せ
ん

コ
ー
ス
と
な
っ
た
こ
と
を
記
念
し

て
六
月
六
日
、
平
成
五
年
度
の
青

森
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
選
手

権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

協
会
加
盟
の
団
体
及
び
、
愛
好

者
等
、
県
内
各
地
か
ら
約
三
白
ん

ト
人
が
参
加
、
A

、
B
、
c
、
D
 

の
各
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
熱
戦
を
展
開

し
ま
し
た
。
〇
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

⑥
団
 
体
 

A
ブ
ロ
ツ
ク
 
（
県
グ

ラ
ウ
ン

ド

・
ゴ
ル
フ
協
会
加
盟
団
体
）
 

一
位
弘
前
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
協
会
B
 
ニ
位
十
和
田
ク
A
 

三
位
倉
石
ク
B
 

（
同
、但
し
昭
 

和
九
年
四
月
一
日
以
前
生
ま
れ
で

構
成
）
 

 
 
一

位
弘
前
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
 

フ
協
会
c
 
ニ
位
弘
前
市
ク
D
 

三
位
カ
モ
メ
ク
ラ
ブ
 

C
ブ
ロ
ッ
ク
 
（
グ

ラ
ウ
ン
ド
 

・

ゴ
ル
フ
愛
好
者
で
構
成
）
 

一
位
弘
前
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
 

選
抜
 
ニ
位
平
賀
町
体
育
指
導
委
 

員
 
三
位
板
柳
町
平
成
 

⑥
個
 
人
 

A
ブ
ロ
ッ
ク
 

一
位
斎
藤
L
ウ
子
（
弘
前
市
）
 

ニ
位
蒔
田
義
弘
（
五
所
川
原
・
若
 

草
A
）
 
「一位
東
啓
治
（
十
和
田
）
 

B
ブ
ロ
ッ
ク
ー
 

一
位
「
げ
本ー
郎
（
八
戸
カ
モ
メ
ク
 

ラ
ブ
）
 
ニ
位
田
沢
正
憲

（
弘
前
 

市
）
 三
位
岡
本
正
彦
（
南
部
B
)
 

C
ブ
ロ
ッ
ク
 

一
位
後
藤
克
彦
（
平
賀
町
）
 

一一位
木
村
ハ
チ
江
（
五所
川
原
・
花
咲
）
 

三
位
中
津
良
子
（
弘
前
市
）
 

5 平成 5年7月 1日 

1
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
推
せ
ん
コ
ー
ス

「
i

須
ヶ
丘
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン
記
念

誕
で
も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
戸
川
崎
に
楽
し
め
る
ス
ホ
l
ツ

と
し
て
、
ま
す
ま
す
人
気
卜
L
H小

の
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
で
す
が
、

知
ヶ
正
運
動
公
同
が
、
日
木
グ
ラ

ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
協
会
の
推
せ
ん

コ
l
ス
と
な

っ
た
こ
と
を
記
念
し

て
い
ハ
川
ぃハ
川、

一
平
成
パ
作
度
の
恒
川

森
県
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
選
手

権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
会
加
山
の
凶
体
及
び
、
愛
川
町

行
淳
、
県
内
科
地
か
ら
約
二
-
行
・
八

十
人
が
参
加
、

A
、
B
、
C
、
D

の
お
什
ブ
ロ

y
ク
句
に
熱
戦
を
展
開

し
ま
し
た
。
O
成
紡
は
次
の
と
お

り
で
す
。

@

団

体

印

刷

阿

川

出

(叫
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
加
山
同
体
)

一
位
弘
前
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
協
会
B

二
位
卜
利
回
ク
A

三
位
合
石
。

B

同
閉
阿
川
伊
〕

U
 

F
⑮
mr 

利
九
年
間
バ

一
日
以
前
生
ま
れ
で

柿
成
)

一
位
弘
前
市
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル

フ
協
会
C

二
位
弘
前
市
ク

D

三
位
カ
モ
メ
ク
ラ
ブ

問

問

阿

川

凶

(
グ
ラ
ウ
ン
ド

.
ゴ
ル
フ
愛
川
町
行
で
附
成
)

一
位
弘
前
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

選

抜

二

位
予
白
川
体
育
指
呼
委

員

三
位
似
柳
町
一平
成

@

個

人

問

問

阿

川

凶

一
位
斎
雌
ユ
ウ
子

(弘
前
市
)

二
位
峠
旧
義
弘

(μ
所
川
原
・
打

市
A
)

三
位
ぃ
以
内
治

(ト
和
田
)

田

明

阿

川

凶

一
位
快
木
卜
郎

(八
一い
カ
モ
メ
ク

ラ
フ
)

二
位
旧
沢
正
憲

(弘
前

山
)

三
位
向
木
正
彦

(南
部
B
)

日
開
凶
川
凶

一
位
後
雌
克
彦

(南下賀
川
)

二
位
木
村

ハ
チ
江
(
五
所
川
原
・花
咲
)

三
位
小
叩
仲
良
チ

(弘
前
市
)

平
成
五
年
度
青
森
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

選

手

権

大

会

司
、
但
し
附

⑤ 

「
ク
マ
ガ
イ

ソ
ウ
」

(
能
…
父
兄
早
)

石岡 浩さん

(福山・広富)

バ
川
の
初
め
、
い

っ
せ
い
に
牙
吹
く
、
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
の
、
小
さ

な
筒
の
よ
う
な
可
愛
い
い
資
は
、
本
政
I
に
兄
ぃ
山け
な
も
の
で
す
。

や
が
て
扇
子
を
ひ
ろ
げ
た
よ
う
な
大
き
な
柴
の
小
に
、
.
っ
、
ド

向
き
に
ふ

っ
く
ら
と
し
た
時
打
札
の
花
を
つ
け
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が

ま
た
、
い
い
ん
で
す
ね
。

ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
の
名
は
、
花
の
形
が
、
川
一
千
.
の
谷
の
合
戦
の
際
、

熊
(
介
内
実
が
、
敵
の
矢
を
防
ぐ
た
め
に
汗
負

っ
た
と
い
う
大
き
な
布

袋
の
袋
(
ほ
ろ
)
の
形
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
つ
け
ら
れ
た
、
と

い
う
説
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

-・
卜
午
前
、
市
川
の
山
に
牧
場
が
つ
く
ら
れ
た
川、
友
人
か
』
り
-
t

-
J

不
出
い
た
ん
で
す
が
、
大
き
な
樹
の
ド
が
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

今
は
」

一行
数
卜
本
に
な
り
ま
し
た
。
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史
料
編

1の刊
行
を
終
え
て
 

然
・
原
始
・
古代
・
中
世
部
会
 
小
 口
 
雅
 
史
 

い
？
?
？
「
 

五
所
川
原
市
史
編
集
委
員
会
の

自
然
・
原
始

・
古
代
・
中
世
部
会

が
発
足
し
た
の
は
、
平
成
二
年
十

月
の
こ
と
で
し
た
。
当
初
、
私
を

部
会
長
に
、
福
田
友
之
・
新
谷
雄

蔵
両
氏
を
委
員
に
迎
え
、
考
古
編

に
着
手
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中

世
部
門
に
つ
い
て
小
山
彦
逸
・
工

藤
清
泰

・
半
沢
紀
各
氏
を
編
集
協

力
者
に
迎
え
、
ス
タ
ッ
フ
を
充
実

さ
せ
な
が
ら
調
査
を
す
す
め
、
後

に
は
新
谷
武
氏
の
助
言
も
仰
ぐ
こ

と
が
で
き
、
当
市
域
の
考
古
の
史

料
編
と
し
て
は
最
強
の
ス
タ
ッ
フ

で
仕
事
が
進
め
ら
れ
た
わ
け
です
。
 

ま
た
民
俗
編
に
つ
い
て
は
、
当

市
域
の
民
俗
に
造
詣
の
深
い
、
近
 

・

現
代
部
会
の
成
田
敏
氏
に
調
査

執
筆
担
当
を
お
願
い
し
、
考
古
編
 

・

民
俗
編
を
併
せ
た
全
体
の
担
当

五
“
会
長
と
し
 
ム
〉ハ
！示
包
、、
こ
誓

任
を
負
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
う
し
て
二
年
あ
ま
り
の
調
査

期
間
と
、
 一
年
ほ
ど
の
編
集
期
間
 
 

を
経
て
、
去
る
五
月
に
、
無
事
刊

行
に
至
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

市
民
の
皆
様
に
は
、
既
に
手
に
取

ら
れ
て
、
頁
を
緒
か
れ
て
い
る
方

も
多
い
と
思
う
が
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
、
本
巻
の
み
ど
こ
ろ
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
当

部
会
の
活
動
に
「
い
て
も
述
べ
て
、
 

皆
様
の
さ
ら
な
る
御
協
力
を
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

考
古
編
の
特
徴
 

五
所
川
原
市
の
場
合
、
発
掘
に

よ
り
調
査
さ
れ
た
遺
跡
は
そ
う
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
今

回
の
史
料
編
編
纂
に
当
た
っ
て
は
、
 

部
会
で
の
現
地
踏
査
に
よ
る
成
果

が
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

表
面
採
取
に
よ
る
も
の
で
す
の
で
、
 

限
界
は
あ
り
ま
す
が
、
新
た
に
多
 

‘
ュ！
：を
収
集
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
第
二
章
の
う
ち
古
代

ま
で
の
記
述
は
こ
の
成
果
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
で
す
。
 

ま
た
従
来
の
考
古
編
に
対
す
る

イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す
る
た
め
、
中

世
の
城
館
と
陶
磁
器
に
多
く
の
頁

を
割
き
ま
し
た
。
カ
ラ
ー
図
版
や

大
判
の
図
版
も
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
、
目
で
み
る
だ
け
で
も
楽
し
い

資
料
集
に
仕
上
げ
て
あ
り
ま
す
。
 

と
く
に
飯
詰
城
遺
跡
に
つ
い
て

は
地
元
の
関
心
も
高
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
こ
の
市
史
を
テ
キ
ス
ト

に
し
て
、
私
共
の
部
会
を
中
心
に

勉
強
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
け

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
飯
詰
の

地
は
近
世
の
開
発
拠
点
の
一
「
で

も
あ
り
ま
す
か
ら
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
も
し
実
現
す
る
と
す
れ
ば
、
 

近
世
部
会
か
ら
も
協
力
を
仰
疑
殆

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

ま
た
付
章
で
の
当
市
域
か
ら
の

出
土
物
の
自
然
科
学
的
分
析
は
、
 

本
巻
の
目
玉
の
一
「
で
あ
り
、
注

目
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
た
だ
ど
う
し
て
も
記
述
が
専

門
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り
あ

え
ず
結
論
に
の
み
注
目
し
て
く
だ

さ
い
。
後
の
通
史
編
の
中
で
、
「
」
 

の
成
果
を
ふ
ん
だ
ん
に
活
か
し
た

分
か
り
や
す
い
記
述
を
実
現
し
た

い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
 

ー
 

清
僕
ほL

ー
 

民
俗
編
の
特
徴
 

現
代
社
会
は
年
々
大
き
く
変
化

し
て
お
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て

生
活
様
式
も
移
り
変
わ
り
、
目
に

見
え
る
も
の
も
目
に
見
え
な
い
も

の
も
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
失
わ
れ
 

「
「
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で

本
格
的
な
史
料
編
と
し
て
の
民
俗

編
を
刊
行
で
き
た
こ
と
は
、
当
市

の
今
後
に
と
っ
て
た
い
（
ん
有
意

義
な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

内
容
的
に
は
社
会
構
成
か
ら
人

生
儀
礼
、
生
業
、
衣
食
住
、
年
中

行
事
、
信
仰
、
芸
能
等
の
多
岐
に

わ
た
り
、
社
会
生
活
の
か
な
り
の

部
分
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。
な
か

で
も
虫
送
り
に
「
い
て
は
、
年
中

行
事
か
ら
独
立
さ
せ
て
特
に
一
章

を
設
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
市

で
は
虫
送
り
行
事
に
「
い
て
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
計
画
し
て
い
る
と

の
こ
と
、
こ
の
史
料
編
が
有
効
に
 
 

活
用
さ
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 

⑥
以
上
の
よ
う
に
史
料
編
1
は
、
 

文
献
以
外
の
資
料
を
中
心
に
編
纂

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
市
史
が
愛

読
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
郷
土

の
文
化
財
や
民
俗
に
対
す
る
、
社

会
全
体
の
愛
着
心
あ
る
い
は
保
護

の
意
識
が
強
く
な
っ
て
い
け
ば
と

願
「
て
い
ま
す
。
 

今
後
当
部
会
で
は
、
よ
り
ビ
ジ

ュ
ア
ル
な
文
化
財
編
の
編
纂
に
取

り
組
む
一
方
、
通
史
編
に
向
け
て

の
作
業
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
 通

史
編
で
は
、
今
回
の
史
料
編
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
も
の
を
素
材
と
し

て
、
視
野
を
よ
り
大
き
く
広
げ
、
 

津
軽
さ
ら
に
は
北
東
北
、
大
陸
を

も
含
め
た
北
方
世
界
、
あ
る
い
は

日
本
全
体
の
中
で
の
五
所
川
原
の

位
置
に
つ
い
て
ま
で
踏
み
込
ん
だ

論
述
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
御
期
待
く
だ
さ
い
。
 

な
お
今
後
も
追
加
資
料
の
収
集

は
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
 

そ
れ
ら
は
通
史
編
刊
行
時
に
補
遺

と
し
て
集
成
す
る
こ
と
も
考
え
て

い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
情
報
提

供
を
、
今
後
と
も
お
願
い
い
た
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
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,
 

,
 

史
料
編
1
の
刊
行
を
終
え
て

自
然

・
原

始

・

古

代

・

中

世

部

会

小

口

雅

史

五
所
川
出
市
山
民
一
制
集
委
員
会
の

白
然
・
原
始
・
上
口
代

・
中
世
部
会

が
発
足
し
た
の
は
、
平
成

4

4

年
十

片
の
こ
と
で
し
た
。
中l
初
、
私
を

部
会
長
に
、
一
悩
川
友
之
・
新
作
雄

蔵
両
氏
を
委
員
に
迎
え
、
考
占
一
編

に
若
手
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
巾

世
部
門
に

つ
い
て
小
山
彦
逸

・
工

雌
山
川
ぷ
・
平
沢
紀
各
氏
を
一
制
集
協

力
者
に
迎
え
、
ス
タ
ッ
フ
を
充
実

さ
せ
な
が
ら
調
査
を
す
す
め
、
後

に
は
新
谷
武
氏
の
助
言
も
仰
ぐ
こ

と
が
で
き
、
当
市
域
の
考
古
の
史

料
編
と
し
て
は
最
強
の
ス
タ
ッ
フ

で
仕
事
が
進
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

ま
た
民
俗
制
に
つ
い
て
は
、
当

市
域
の
民
俗
に
造
指
の
深
い
、
近

・
引
代
部
会
の
成
田
敏
氏
に
調
査

執
筆
担
当
を
お
願
い
し
、
考
古
編

・
民
俗
編
を
併
せ
た
全
体
の
担
当

部
会
長
と
し
て
私
が
晶
終
的
に
戸

任
を
負
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
二
年
あ
ま
り
の
調
査

期
山
と
、

一
年
ほ
ど
の
編
集
期
間

を
経
て
、
去
る
五
月
に
、
無
事
刊

行
に
雫
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
持
織
に
は
、
既
に
手
に
取

ら
れ
て
、
貞
を
緒
か
れ
て
い
る
々

も
多
い
と
思
う
が
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
、
本
巻
の
み
ど
こ
ろ
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
申
l

部
会
の
活
動
に
つ
い
て
も
述
べ
て
、

持
様
の
さ
ら
な
る
御
協
力
を
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

考
古
編
の
特
徴

五
所
川
原
市
の
刷
物
A
H
、
発
掘
に

よ
り
調
査
さ
れ
た
遺
跡
は
そ
う
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
今

川
の
史
料
制
編
纂
に
当
た
っ
て
は
、

部
会
で
の
現
地
踏
査
に
よ
る
成
果

が
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

表
面
採
取
に
よ
る
も
の
で
す
の
で
、

限
界
は
あ
り
ま
す
が
、
新
た
に
多

Lあ
皆
料
を
収
集
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
第
二
章
の
う
ち
占
代

ま
で
の
記
述
は
こ
の
成
果
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
で
す
。

ま
た
従
来
の
身
古
制
に
刻
す
る

イ
メ
ー
ジ
を

一
新
す
る
た
め
、
中

世
の
域
飢
と
陶
磁
慌
に
多
く
の
丘

を
割
き
ま
し
た
。
カ
ラ
ー
凶
版
や

大
判
の
凶
版
も
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
、
目
で
み
る
だ
け
で
も
楽
し
い

資
料
集
に
仕
上
げ
て
あ
り
ま
す
。

と
く
に
飯
詰
城
遺
跡
に
つ
い
て

は
地
-
-
ん
の
関
心
も
向
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
こ
の
市
史
を
テ
キ
ス
ト

に
し
て
、
私
共
の
部
会
を
中
心
に

勉
強
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
け

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
飯
詰
の

地
は
近
世
の
開
発
拠
点
の

一つ
で

も
あ
り
ま
す
か
ら
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
も
し
実
現
す
る
と
す
れ
ば
、

近
世
部
会
か
ら
も
協
力
を
仰
疑
殆

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
付
市
で
の
町
市
域
か
ら
の

山
上
物
の

n然
科
学
的
分
析
は
、

本
巻
の
目
長
の

一
つ
で
あ
り
、
注

目
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
た
だ
ど
う
し
て
も
記
述
が
専

門
的
と
な

っ
て
い
ま
す
。
と
り
あ

え
ず
結
論
に
の
み
注
目
し
て
く
だ

さ
い
。
後
の
通
史
編
の
中
で
、
こ

の
成
果
を
ふ
ん
だ
ん
に
活
か
し
た

分
か
り
ゃ
す
い
記
述
を
実
現
し
た

い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

民
俗
編
の
特
徴

現
代
社
会
は
年
々
大
き
く
変
化

し
て
お
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て

生
活
様
式
も
移
り
変
わ
り
、
日
に

比
え
る
も
の
も
日
に
比
え
な
い
も

の
も
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で

本
栴
的
な
史
料
編
と
し
て
の
民
俗

耐
を
刊
行
で
き
た
こ
と
は
、
当
市

の
今
後
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
有
意

義
な
こ
と
と
与
え
て
い
ま
す
。

内
蒋
的
に
は
社
会
梢
成
か
ら
人

生
儀
礼
、
生
業
、
衣
食
作
、
年
中

行
事
、
信
仰
、
芸
能
等
の
多
岐
に

わ
た
り
、
社
会
生
活
の
か
な
り
の

部
分
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。
な
か

で
も
虫
送
り
に
つ
い
て
は
、
年
中

行
事
か
ら
独
立
さ
せ
て
特
に

一
立

を
設
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
市

で
は
虫
送
り
行
事
に
つ
い
て
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
計
画
し
て
い
る
と

の
こ
と
、
こ
の
史
料
編
が
有
効
に

活
用
さ
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

6 

。
以
k
の
よ
う
に
史
料
編
1
は、

文
献
以
外
の
資
料
を
中
心
に
編
纂

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
市
史
が
愛

読
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
郷
土

の
文
化
財
や
民
俗
に
対
す
る
、
社

会
全
体
の
愛
着
心
あ
る
い
は
保
護

の
立
識
が
強
く
な
っ
て
い
け
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

今
後
当
部
会
で
は
、
よ
り
ビ
ジ

ュ
ア
ル
な
文
化
財
編
の
編
纂
に
取

り
組
む

一
方
、
通
史
編
に
向
け
て

の
作
業
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
通

史
編
で
は
、
今
川
の
史
料
編
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
も
の
を
素
材
と
し

て
、
視
野
を
よ
り
大
き
く
広
げ
、

津
軽
さ
ら
に
は
北
東
北
、
大
陸
を

も
含
め
た
北
方
世
界
、
あ
る
い
は

日
本
全
体
の
中
で
の
五
所
川
原
の

位
置
に
つ
い
て
ま
で
踏
み
込
ん
だ

論
述
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
御
期
待
く
だ
さ
い
。

な
お
今
後
も
追
加
資
料
の
収
集

は
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
ら
は
通
史
編
刊
行
時
に
補
遺

と
し
て
集
成
す
る
こ
と
も
考
え
て

い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
情
報
提

供
を
、
今
後
と
も
お
願
い
い
た
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
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「あすなろ大太鼓」の 
打ち手になってみませんか 

「正調ねぷたばやし」講習会 
ふるつてご参加ください 

レ日程 7 月19日（月）-7月23日（金） 

午後 7 時～9日寺 

ン場所 産経会館 5階会議室 

〇笛と太鼓の基礎から始めますので，初心名 

の方もどうぞおいで下さい。 

〇笛については使いなれたものをご持参下さ 

/ '- 

〇参加料は無料です。 

）問い合わせ 商 Ii観光課（内線260) 

楽
し
い
な
、「水
道
デ

ー
」
 

第
三
十
五
回
水
道
週
間
 

「自
分
の
健
康
は
、
自
分
で
守
 

《
 

 
翁
ク
郵

か
ば
、
心
も
た
の
し
 

第
十
回
五
所
川
原
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

ク水
道
は
ど
こ
で
も
安
心
う
ま
い

水
4
を
テ
ー
マ
に
、
六
月
一
日
よ

り
七
日
ま
で
行
わ
れ
た
市
水
道
事

業
所

（
今
将
式
所長
）
と
、
西
北

五
管
工
事
業
協
同
組
合
（
今
博
理

事
長
）
共
催
の
、
第
三
十
五
回
水

道
週
間
で
は
「
ゆ
ら
ぎ
の
オ
ア
シ

ス
」
の
庁
舎
見
学
開
放
や
、
水
道

の
パ
ッ
キ
ン
無
料
修
理
（
母
子
、
 

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
家
庭
）
な
ど
 
 

私
達
の
生
命
を
支
え
る
水
ー
。
 

水
（
の
理
解
と
感
謝
の
意
を
、
 

今

一
度
見
直
して
み
ま
せ
ん

か
。
 

多
彩
な
催
し
も
の
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
七
日
の
「
水
道
デ

ー
」
で
は
、
 

二
級
配
管
技
工
実
施
講
習
会
や
、
 

陶
器
の
展
示
等
、
朝
早
く
か
ら
訪

れ
た
多
く
の
市
民
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
 

な
か
で
も
、
お
で
ん
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
、
ョ
ー
ョ
ー
 
コ
ー
ナ
 

ー
は
、
チ
ビ
ッ
子
達
に
、
大
人
気

で
し
た
。
 

芸
能
大
会
 

り
ま
し
ょ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
ー
ハ

月
三
日
、
市
民
会
館
を
会
場
に
国

民
健
康
保
険
協
賛
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
（
原
田
市
太
郎
会
長
）
に

よ
る
「
第
十
回
五
所
川
原
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
芸
能
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
 

八
十
一
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も

参
加
し
て
の
「
幸
せ
音
頭
」
か
ら

は
じ
ま
り
、
デ
ィ
ス
コ
 
「ク
ロ
ン

ボ
踊
り
」
な
ど
の
他
、
お
た
の
し
 

と
な
り
ま
し
た
。
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み
抽
選
会
も
あ
り
、
楽
し
い
一
日
 

第

一
回
津

軽
金

山
焼

鷺「
 

陶
器

祭
を
開

催
し

ま
す
 

▽
と
き
 
七
月
十
日

（
土
）午
後
 
コ
ン

サ
ー
ト
③
キ
ャ
ン
ブ
フ
ァ

六
時
よ
り
前
夜
祭
 

イ
ヤ

ー

（
チケ
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①
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「虫おく りと火まつり」に、「あすなろ大太鼓」 

の、迫力は欠かせません。 

あなたも打ち手になって、 まつりを、 どーん 

と楽しんでみませーんか。 

ン日時 7 月26日（月）-7月30日（金） 

午後 5時30分～午後 7 時（市図書館前） 

ン出演日 8 月 4 日（水）と 8 月 7 日（Dの 2 日間 

D募集人員 10名。男女は問いません。健康で 

2H間出演できる方。 

ン申し込み締めt刀り日及び申し込み先 

平I戊 4 年 7 月15日（木） 商工観光課（内線260) 

ン経費等 くD出演半斗は支経丁しません。 

②ハッピは貸与します。 

③足袋・草履・ショートパンツ・軍手・ 

サラシ・豆しぼりは支給します。 

楽
し
い
な
、
「
水
道
デ

i
」

第
三
十
五
回
水
道
週
間

私
達
の
生
命
を
支
え
る
水
l
。

水
へ
の
理
解
と
感
謝
の
意
を
、

今
一
度
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

カ
多
彩
な
催
し
も
の
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
七
日
の

「水
道
デ
|
」
で
は
、

ニ
級
配
管
技
仁
実
施
講
習
会
や
、

陶
器
の
展
示
等
、
朝
早
く
か
ら
訪

れ
た
多
く
の
市
民
で
賑
わ
い
ま
し

た
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、
お
で
ん
、
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、
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。
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水
道
は
ど
こ
で
も
安
心
う
ま
い

ぷ
μ

を
テ
l
マ
に
、
六
刀

一
一け
よ

り
七
日
ま
で
行
わ
れ
た
市
水
道
呪

業
所
(
今
将
式
所
長
)
と
、
丙
北

五
州
日
仁
事
業
協
同
組
合
(
今
博
聞

が
長
)
共
催
の
、
第
三
十
五
川
水

道
週
間
で
は
「
ゆ
ら
ぎ
の
オ
ア
シ

ス
」
の
庁
舎
見
学
開
欣
や
、
水
道

の
パ
ッ
キ
ン
無
料
修
理
(
時
子
、

ひ
と
り
暮
ら
し
右
人
家
庭
)
な
ど

7月 1911U]) ~ 7 ) J 2311 (金)

/ 1 後 711 ，'í'~ 911，') 

じ〉場所 p{科会ttif5 11{;弁会品市

oi'"iYとよ此のJ却11Eから始めますので 、初心 fi

の )jもど うぞおいでドさい ‘ 

07「iについては使いなれたものをご持参ド さ i

し、

0 参加半、|は J!l~料です。

じ〉 問い合わせ 耐 1'，観光訓(内線260)

「正調ねぷたばやし」講習会
ふるってご参加ください

じ〉 日手呈

と‘ーん ‘まつり を、
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仰
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し
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に
、
六

月
三
円
、
市
民
会
館
を
会
場
に
同

民
健
康
保
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協
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市
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催
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踊
り
」
な
ど
の
他
、
お
た
の
し

み
抽
選
会
も
あ
り
、
楽
し
い

一
れ

と
な
り
ま
し
た
。

第
四
津
軽
金
山
焼

陶
器
祭
を
開
催
し
ま
す

マ
と
き

七
パ
十
日
(
上
)
午
後

六
時
よ
り
前
夜
祭

七
月
十

一
臼
(
日
)
午
前
九
時

よ
り
陶
器
祭

マ
と
こ
ろ

津
軽
金
山
焼
松
風
窯

(
市
内
金
山
宇
千
代
鶴
)

マ
イ
ベ
ン
ト
前
夜
祭
①
パ
!
ベ

キ
ュ
l
パ
ー
テ
ィ
ー
②
多
喜
子

コ
ン
サ
ー
ト
③
キ
ャ
ン
プ
フ
ア

イ
ヤ
l
(
チ
ケ
ッ
ト
必
要
、
前

売
券
千
円
)

陶
器
祭
①
陶
芸
教
室
(
材
料
費

千
円
)
②
窯
山
し
③
野
点
④
屋

マ
問
い
合
わ
せ

津
軽
金
山
焼
松

風
窯
宮
三
九

|
一二三
五
O

、le/，x5 {I'-7 )J 1 11 7 



〇場 所 

〇受講料 

〇主 催 

演題 
〇講 師 

〇日 

〇場 所

〇受講料 

〇主 催 

〇日 〇日 時 
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時
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剛
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場
で
 

忠
木
し
い
 

お

」
貝物
を
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ー
ッ
谷
町
内
会
は
、
昨
年
鎌
谷

町
町
内
会
よ
り
分
会
し
、
本
年
四

月
よ
り
町
内
会
と
し
て
の
活
動
を

始
め
ま
し
た
。
 

町
内
会
会
員
は
じ
め
多
く
の
市

民
と
の
交
流
、
親
睦
を
は
か
る
た

め
「
第
一
回
ー
ッ
谷
ふ
れ
あ
い
納

涼
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
町
内
会

会
員
は
も
と
よ
り
、
多
数
の
市
民

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

日
時

・
平
成
五
年
七
月
十
日
（
土）
 

午
後
五
時
か
ら
八
時
三
十
 

分
 

一
第
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谷
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あ
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・
ひ
と
「
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児
童
公
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（
中村
整
形
外
科
、
五
能
線
寄
り
）
 

※
雨
天
の
時
は
市
中
央
公
民
館

内
容

・
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、
輪
投
げ
、
カ

ラ
オ
ケ
、
ョ
ー
ョ
ー
、
焼
鳥
、
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ヤ
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ボ
お
で
ん
、
ア
イ
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ク
リ
ー
 

ム
、
フ
ラ
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ク
フ
ル
ト
、
生
ビ

ー
 

ル
等
の
出
店
が
で
ま
す
。
 

主
催
・
ー
ッ
谷
納
涼
祭
実
行
委
員

会
 

間
い
合
わ
せ
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あなたも ART の世界へ 
「第15回市民絵画教室」 

レと 	き 7 月29 H （木）~7月31日 （上）の 

3 日間 ともに、午前10時～午前 3時まで 

ンところ 市立図書館 2階 

レ講 朗i 伊藤正規画伯（梅田出身、日展会員、 

光風会評議員、 日本美術家連盟会員） 

ン内 容 洋画、水彩画、素描 

レ受講料 無米斗（ただし、用具等は、各自持参のこと。） 

レ対象者 中・高校生及び一般 

レ申し込み 7月16日 （金） まて了 

教育委員会 社会教育課（内線250) 

生活福祉講座 

一 演題『日本人の死生観について』 
～縄文の世界とのつながり～ 

〇講 師 五所川原保育園園長 

葛 西 恒 悦 先生 

〇日 時 平成 5 年 7 月 3 日(-H 14 : 00~15: 00 

五所川原市働く婦人の家 3 階ホール 

無 半斗 

五所川原市働く婦人の家 

『Fじ A の杜I-・つL、プ n uRルノ、V) 1土いー ノし’、』 

元保健所二保健婦課長 

三 才喬 き く 先生 

平成 5 年 7 月17日（匂 19 : 00より 

五所川原市働く婦人の家 3 階ホール 

無 半斗 

五所川原市働く婦人の家 

警察官（B）・婦人警官 

交通巡視員・警察事務職募集 

〈君がもつ夢と希望をこの道で〉 

＞採用予定人員（高等学校卒業程度の人） 

警察官’(B）約13メ、 婦人警察官 糸勺5メ、 

交通巡視員 糸勺 4人 警察事務職 争i1 3人 

ン申し込み受付け 8 月 2 日りDから 8月31日（火） 

試験種別 受 	験 	資 	格 試験 日 程 

警察官（B) 
平成 6 年 
4 月採用 

昭和4］年 4月 2日から昭
和51年4月 1日までに生ま
れた男子。ただし、学校教
育法による大学の学部を卒
業した者又は卒業見込みの
者（人事委員会が同等の資
格があると認める者を含む。） 
を除く。 

＠第 次試験 
9月26日（日） 
青森商業高等学校 

⑥第二次試験 
11月 9日（火） 
青森県警察本部 

婦人警察官 
昭和41年4月 2日から昭

和51年 4月 1日までに生ま
れた女子。 

交通巡視員 
昭和45年 4 月 2 日から昭

和51年4月 1日までに生ま
れた女子。 

警察事務職 
（初級試験） 

昭和47年4月 2日から昭
和51年4月 1日までに生ま
れた者。 

＠第一次試験 
警察官（B）と同じ 
＠第二次試験 
10月」・旬 
青森商業高等学校 
青森県自治研修所 

なお、警察官（B）試験は、警視庁、神奈川

県、千葉県、埼玉県及び静岡県の警察官を志望

する人も同時に受験することができます。 

＞問い合わせ 最寄りの警察署 

‘）講 
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と
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平成 5年 7 月 1日 8 

て
、
各
商
店
街
（
の
お
買
物
等
の

際
に
は
「
駅
前
駐
車
場
」
の
ご
利

用
を
お
勧
め
し
て
お
り
ま
す
。
 

〇
午
前
十
一
時
ま
で
無
料
。
 

〇
西
北
中
央
病
院
の
利
用
者
は
午

後
一
時
ま
で
無
料
。
 

商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
で
は
、
 

加
盟
店
で
買
物
さ
れ
た
お
客
様
に

は
、
そ
の
金
額
に
応
じ
て
「
無
料

駐
車
券
」
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
非
加
盟
店
で
無
料
駐
車
券

を
利
用
さ
れ
た
い
お
店
は
会
議
所

ま
で
。
 

警察官(8)・婦人警官
交通巡視員・警察事務職募集
〈君がもっ夢と希望をこの道で〉

あなたも ARTの111:界へ

「第15田市民絵画教室J

じ>採用予定人員(，¥:)等学校卒業収皮ーの人)

件県有 (B) 約 13人 あ!?人件捺7守系)5人

火泊巡悦LJ.約 4人 件察']1務I隊約13人

じ>申 し 込 み 受 付 け 8)-j 211(JJ)から 8)J3UI(火)

z試験f，T[)jlj ，~ι 1 験 'i'i F品 試 験 11W 

11日干1141"ド.1JJ 2 11 tJ、ら1I{1

和51Wc1JJ 1 11までに'1，ま

';'¥'然行(s)
れたリIJ( ただし、 γ校，教

、V./，)( 6 "1 ffiLによる大マのう'剖iをペヘ
。第一次試験業した.(Jxは卒業凡込みの

L1 J 1 採)IJ
行(人事会í~会が同等の資 9 JJ 2611 (11) 

絡があると必めるおーを合むJ ，'r'森商業rnJて十γ校

を除く

1I{{f1141 "1'. <J JJ 2 11;からII{{ 。~1 次試験
品!i人符策作 干115til'. <1 JI 1 fJまでに'1，ま 11JI 9 11 (火)

れた!d。 17繰りよ符総本部

IIH平1145!ftlJJ211からJ1{{
交.iW巡HW 拘151"ド4JJ 1 11 までに生ま

れた!d

。第 A次試験

J1{{干114711'.4H 2 I1から1I{l
符券三'f'f(s)とI，;Jし

符祭事務職
和51'HJJ 1 11までに住ま

。第二次試験

(初級試験)
れたお。

10)i卜.I'lJ
J'hi!正商業I白li十γ校
Jf森県rllft研修liJr

なお、幹察i¥ (B) 試験は、 警視庁、神奈川

県、千葉県、 土台玉県及び静岡県の警察官を志望

する人も同H寺に受験することができます。

b問い合わせ 最 寄 り の 警 察 磐

じ〉とき 7)J 291l (木) ~ 7 Jl31 fl (1:)の

3111111 ともに、 !FrìíilO時~!FlìíÎ3 時まで

じ> ところ叶f立以' il~ftñ 2件?

じ>講 師 イjト雌正規画イ(1 (杉山11[¥身、 11脱会品、

光風会評議員、日木美術家:iili脱会品)

じ>内容 洋岡、水彩岡、 okHa'i
b受講料 無料(ただし、川H~;H士、各i'I持参のこと ，)

仁>対象者 中 ・高校生及び一般

じ>申 し込み 7 Jl16日(金)まで

教育委員会 社会教育課(内線250)

|生活福祉講座 1

演題 『日本人の死生観について』
~縄文の世界とのつながり~

五所川原保育問問長

誌西岡 悦先生

平成 5年 7月 3H( 1:) 14 : 00-15 : 00 

五所川原 市働く財人の家 3附ホール

無料

五所川 原市働く附人の家

『成人の性について』
元保健所保健鮒課長

三 橋きく先，.，ミ

平成 5年 7月17日(1:)19 : 00より

五所川原市働 く婦人の家 3附ホール

無料

五所川原市働く附人の家

自ffi

0日時

0場所

0受講料

。主催
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0 講
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よ
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内
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と
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活
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始
め
ま
し
た
。
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催
し
ま
す
。
町
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は
も
と
よ
り
、
多
数
の
市
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の
参
加
を
お
待
ち
し
て
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ま
す
。
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場
で

楽
し
い

お
買
物
を
|。

φ 

場
所
・

ひ
と
つ
や
児
童
公
園

(
中
村
整
形
外
科
、五
能
線
寄
り
)

※
雨
天
の
時
は
市
中
央
公
民
館

内
容
・

子
供
花
火
、
輪
投
げ
、
カ

ラ
オ
ケ
、
ヨ
ー
ヨ
ー
、
焼
鳥
、
ジ

ャ
ン
ボ
お
で
ん
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
生
ビ
ー

ル
等
の
出
庖
が
で
ま
す
。

主
催
・

一ッ
谷
納
涼
祭
実
行
委
員

会問
い
合
わ
せ

宮

(
三
四
)
七
六
七

O
佐
々
木

f台

て
、
各
商
居
街
へ
の
お
買
物
等
の

際
に
は

「
駅
前
駐
車
場
」

の
ご
利

用
を
お
勧
め
し
て
お
り
ま
す
。

O
午
前
十
一
時
ま
で
無
料
。

O
西
北
中
央
病
院
の
利
用
者
は
午

後
一
時
ま
で
無
料
。

商
居
街
振
興
組
合
連
合
会
で
は
、

加
盟
庖
で
買
物
さ
れ
た
お
客
様
に

は
、
そ
の
金
額
に
応
じ
て
「
無
料

駐
車
券
」
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
非
加
盟
屈
で
無
料
駐
車
券

を
利
用
さ
れ
た
い
お
居
は
会
議
所

ま
で
。

8 平成5年7月111 



県外で働いてりC)高姦相談会 

ユア 
1ーフガぷる 

現在、県外で働し vている力の中には、青森県へ

帰って働きたい希望を持っている方がたくさんお

られます。これらの方々と、地元企業との面接相

談会を開催します。 

日 時 8月12日（木）10時～15時 

場 所 ホデルニューキャッスル（弘前市） 

対象者 弘前・五所川原・黒石公共職業安定所管内

事業所及びUターン就職希望者（学卒者は除く） 

問い合わせ 五所川原公共職業安定所 

(容 3 4 - 3 1 7 1) 

各コースとも、 2,OOO円。 

問い合わせ 

電話で短大開発援助課まで。ただし、定員に

達し次第締め切ります。 

2,000円。 

「誘致企業市民見学会」 

を開催します 

市内の工場を散策してみませんか。 

レ参加者募集 

ン期 日 7 月29日（木）9時～16時 

D集合場所及び時間 

市役所正面玄関前 8時45分 

ン対象者 一般市民（年齢性別問いません） 

＞定 員 

28名 （定員になり次第締め切ります） 

ン参加費 無 米斗 

レ見学先（予定） 

協伸工業（株）、 日立東部セミコンダクタ（株） 

津軽工場、森羽紙業（株）、 ホクエツ（株）五所 

川原工場、青森ファッション（株）、（株）三友 

製作所、（株）津軽ェノモト 

ン申し込み先 工業振興対策室（内線280) 

※昼食は事務局て誓割庸しています。 

（無半に三す。） 

平成6年度 

青森県民手帳の予約受付中 
青森県統計協会発行の県民手帳の予約申し込み 

を受付しています。 

配布時期は、 10月下旬の予定です。 

申し込み先は市総務部企画調整課統計調査係です。 

電話（35) 2 1 1 1番 内線 318 番 

能力開発セミナ 
飛躍するあなたを応；援します。 

（青森職業能力開発短期大学校） 	 受 講料 

銅発援助課 胃(0173) 37 - 3201 	 各コースとも、 2,o 

（市内飯詰字,瓜野171-2) 	 問い合わせ 

受講資格 	 電話で短大開発援助司 

学歴、年齢、性別は問いません。 	 達し次第締め切りまて 

妬
  

コース名 主な内容 対象 定員 日数 開 講 日 時 妬
  

コース名 主な内容 対象 定員 隊
  

開 講 日 時 

F EM（有限

要素法）入門 

F EMとは何

か、構成、例
題演習 

上
 
級
  

5
 
名
 

に
。
 
日
 

 

7 月 5 日（月） 

-9日（金） 
18 : 00-21 : 00 

8
  

AE計測入門 

AEとは何か、 

AE計測法， 
実習 

中
 
級
  

5
 
名
 

に

U
 
口
H
  

7 月19日（月） 

-23日（金） 
18 : 00-21 : 00 

っ
〕
 
 

センサ回路技

術 

センサ周辺回
路の知識、利
用技術 

中
 
級
  

5
 
名
  

(
J
 日
  

7 月 6 日（火） 

-8日（木） 

9 : 00-17 : 00 。

J
 
 

LANによる

分散処理と一
元管理技法 

分散処理、 	‘ 

元管理の模擬
的作成、実習 

上
 
級
  

10 に
。
 

日
 
 

7 月19日（月） 
-23日（金） 

18 : 00-21 : 00 

ハ
く〕
  

C A D I 
2 次元CAD 
の使い方、図
面作成 

一
 
般
  

10
名 

に
。
 

口
H
  

7 月12日（月） 
-16日（金） 

18 : 00-21 : 00 10 
FFTの原理

と活用法 

原理、プ口グ

ラミング、実
用活用法 

中
 
級
  

4
 
名
 

っ
J
 日
  

7月21日（水） 
-23日（金） 

9 : 00--16 : 00 
d
'
 

 

メカトロニク

スのための電
子回路n 

メカトロ装置
に使用される
要素回路 

中
 
級
  

5
 
名
 

に
。
 

月

H
 
 

7 月12日（月） 
-16日（金） 

18 : 00-21 】 00 
11 

GP一 TB機
器による計測、 
制御技術 

計測を行う技
術及びプログ
ラミング 

中
 
級
  

5
 
名
  

4
 
6
  

7月21日（水） 
-24日（土） 

13 : 00-17 : 00 
に
。
  

リレーショナ
ルデータべー 
ス I 

ノぐソコンデー 
タべース 

一
 
般
  

10
名 

(
j
 
H
[
 
 

7 月19日（月） 
-21日（水） 

10 : 00-17 : 00 

12 
マイコンのハ 

ードウエア 
システム構成
及び基本動作 

初
 
級
  

5
 
名
  

(‘。
 
日
  

7 月26日（月） 
-28日（水） 

9 】 00-16 】 00 6
  

Z-8 0アセ
ンブリ言語 

アセンブリ言
語によるソフ
ト開発法 

中
 
級
  

5
 
名
  

n
4
。
 

口
H
  

7月19日（月） 
-21日（水） 

9 : 00-16 - 00 

13 
リレーショナ
ルデータべー 
スn 

汎用機用デ―
タべース 

L
 
級
  

10
名 

n
J
 
口
H
  

7 月26日（月） 
----28日（水） 

10 : 00-17 : 00 
7
  

フアジイ制御
の基礎 

フアジイ概要、 
フアジイ制御
実習 

中
 
級
  

5
 
名
 

に
u
 

n口
  

7 月19日（月） 
-23日（金） 

18 : 00-21 : 00 

9 平成 5年 7 月 1日 

「「誘致企業市民見学会」
を開催します

市内の工場を散策してみませんかo

b参加者募集
1[>期日 7月291-1(本)91Ljf~16時

![>集合場所及び時間

l 市役所正面玄|英i前 811キ45分

ic〉対象者 一般rlTLI!:({Iミ齢↑竹c_lIn!'，Jいません)

i b定員

1 281; (定員になり次第締め切り ます)

![>参加費 無料

:じ〉見学先 (予定)

! jth伸工業(株)、日立東部セ ミコンダクタ(株)

; 津軽仁場、森羽紙業(株)、ホ クエツ(株)五所

i 川原じ場、青森ファッシヨン鰍似)三友

! 製作所、(州津軽エノモ ト

![>申し込み先 仁業振興対策室(内線280)

4 ※昼食は事務局で準備しています。

i (無料です。)

、p:，或6壬f'.度J

青森県民手帳の予約受付中
174正日，L統，l!-協会経:frの ~r~L(下中長の予約 ql し込み

を叉イ、iしています

配イlill.'fWIは、 1 0)1ド合Jの予定です

申し込み先はdi総務l'fll{f:阿調鍛え*統計1制作係です

1出品 (35) 2 1 1 1需内線 318お

以外で、働いている Jiと、
A 地元企業とのl而接十II，{炎会

u守ヨコ3
- il1つがる

.i).¥布、県外で{oF)Jいているノバコ'1"には、 JF森県へ

l}Yaって{似jきたい;fl，-'1{を持っているみがたくさんお

られます。これらのみ々と、地/己企業との凶i桜相

談会をIJH似します。

日 時 8)-11211 (本) 10時~15時

場 所 ホテルニューキャッスノレ(弘前市)

対象者 弘前・五所川原・黒石公共職業安定所管内

事業所及びUターン就職希望者 (学卒有は除く)

問い合わせ 1'-所川以公共職業安定所

(8 34  -3 1 7 1) 

|能力開発セミナー
飛躍するあなたを応援します。

〈青森職業能力開発短期大学校〉

湖発 援助課 宮 (0173)37 -3201 

(市内飯詰字狐野17ト 2)

受講資格

学歴、年齢、性月IJは陪l¥t、ません。

.仏 コース名 Eな内'fi. 対象 定員 日数

1 I !_~~. (イfl5N
FEMとはM 5 5 
か、榊成、例

要素法)入門 級 oi'i 11 題演習

センサド'1路伎
センサ周辺[口l 5 3 

2 路の知識、平11
外i

j羽伎術 級 1'， I1 

2次Ji:CAD 10 5 
3 C A D 1 の使い点、12<1

I創作成 般 oi'i 日

メカトロニク メカトロ装ln 5 5 
4 スのための屯 に使用される

(-1"1路 日 要素1"1路 級 1'， fI 

リレーショナ ハソコンデー 10 3 
5 ノレデータベー タベース

ス I 般 才1 11 

2-80アセ
アセンブリパ 5 3 

6 Jhによるソフ
ンブリ言語

卜開発法 級 oi'i H 

ファジイ概要、 5 5 
7 

ファジイ制御
ファジイ制御

の基礎
'え却ci 級 4月 11 

9 'JZI& 5 1j. 7 )J 1 11 

1m 講 I1 11年

7JJ511()j) 

~9 I1 (金)

18 : 00~21 _ 00 

7)J 6 11 (火)

~8 H (木)
9 : 00~l7 _ 00 

7月1211(月)

~1611 (金)
18 : 00~21 : 00 

7J!1211()1) 
~16H(金)

18 : 00~21 : 00 

7凡19f1(月)
~2 ll:1(水)

10 -00~17 00 

7 )-J 1911 ()J) 
~2111 (水)

9 :00~ 16 :00 

7 )J 1911 ()J) 

~2311 (金)
18 _ 00~21 _ 00 

.AG 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

受講料

各コースとも、 2，OOOPI。

問い合わせ

屯言舌で、短大開発援助謀まで。ただし、定員に

達し次第締め切ります。

コース名 Eな内苦手 対象 定員 日数 1m 講 11 11寺

AEとはMカミ、 9] 5 5 7凡1911Uj) 

AE，I卜捌'1入門 AE計品!II法、 ~23H (金)

'夫71 級 名 H 18 : 00~2 1 : 00 

LANによる 分散処盟、 1-.1 10 5 7月1911(月)

分散処趨!とー J己管理の筏擬 ~23 1î (金)
Je'l'i;J1M技法 的作成、'k営 激 oi'i 日 18 : 00~21 : 00 

!ボ)-1J!、 プログ rj1 3 7月2111(水)
FFTの原型 4 

ラミング、実 ~23 日(金)
と活用法

丹l活用法 級 名 11 9 :00~16:00 

GPー rB機 計測を行う伎 5 4 7月211i(水)
終による計側、 術放ひプログ ~24H (上)

市'1御伎術 ラミング 級 1'， IJ 13: 00~17 : 00 

マイコンのハ システム椛成 JりJ 5 3 7月261:1(刈)

ードウェア 及び基本動作
~2811 (水)

級 1'， け 9 :00~16:00 

リレーショナ
汎刷機mデー 10 3 7月2611(JJ) 

ノレデータベー
タヘース

~28fl (水)
スn 級 よ~， H 10 : 00~17 : 00 



需需需密需需＊需ま密密密
VaVae.UatPa,9a,.0 aPePaJa* 

密身も心もさっぱりする 糞 

欝 健康相談室ノ＼どうぞ 窮 
aVaaVaa密需sa需 Un需需需sa爵密密需 ま a＊需需 

レ対象：五所川原にお住まいの方で、 ご自身及 

び家族の身体ぐあいの事で心配されている方 

レ内容 i 血圧相談、病気ク片目談、心の相談 

ン料金】無 料 

>持参するもの：健康手帳（お持ちの方） 

保健婦が相談に応じます一 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

7 月12日 10 : 00-- 
福 	祉 	会 	館 （月） 12 】 00 

コミュニテイセンター栄 
7月15日 
（木） 

10 : 00- 
14 : 00 

森 	の 	家（若葉） 
7 月18日 
（日） 

10 : 00-- 
12 : 00 

前 落 集 会 所 
7月19日 
（月） 

12 : 30- 
14 : 00 

毘沙門・長富 7 月20日 10 : 3&-. 
コミュニテイセンター （火） 12 : 00 

俵元加工セ ンター 
7月21日 
（水） 

ii: 00-.- 
12 : 30 

福 山 公 民 館 
7月21日 
（水） 

13 : 00-.- 
14 】 00 

長富消防セ ンター 
7月22日 
（木） 

10 : 30- 
12 : 00 

北 新 集 会 所 
7月22日 
（木） 

12 : 30--.- 
13 : 00 

コミュニテイセンター 7月23日 13 : 00- 
敷島 （金） 15 : 00 

「総合健診 
市では今年度から、今まで別の日に行ってい

た集団検診を1日にまとめて受診できる総合健

診を実施いたします。 1年に1回の健康チェと】ノ

クにぜひ総合健診を受けましよう。 

くつ検診日程】9月～12月 

C)検診場所 I 市保健センター 

申し込み期日 :7月15日～23日 （健康ごよみ

では 7月 1日～15日となって

おりますが変更になりました

のでご了承ください。） 

☆詳細については7/15日号広報と同時配布され

る、総合健診、、（チラシ）でお知らせいたします。 

検 診 の 種 類 対 	象 

①基本健康診査（循環器関係） 040歳以上（ S 29 .3. 31 
生まれまで）の男性 

②胃 が ん 	検 診 
は①～④ 

③大 腸 が ん 検 診 040歳以上の女性は 

①～⑥ 
④肺 が ‘検 ん 診 030歳～39歳（S 29.4. 

⑤子 宮 が ん 検 診 
1-- S 39 .3. 31生まれ） 

の女性は⑤～⑥の検 

⑥乳がん・甲状腺検診 診を受けられます 

〇注意（1 )H5年4月から市内の医療機関でミニドック（基

本健診）、子宮がん・乳がんの個別検診を受けた方は、 

同じ種類の検診は集団では受けられません。 

(2）全部の種類の検診を受けることが原則ですが都合

のある方は選択も可能です。 

〇問い合わせ 保健環境課 内線 268・272 

ツ反● BCG（結核予防）接種 

お子さんを結核から守るために、ぜひ受けさ 

せましよう。 

ン対象 生後満6 カ月～48カ月までの乳幼児。 

（ただし、今まで’にBCG接種を受けた乳幼 

児は除きますJ 

レ場所 市保健センター 

レ受付時間 午後1時～ 1時30分 

レ注意事項 ①ッベルクリン注射てつ時は母子健 

康手帳のみを受付に出してください。 

（② B C 0接種の時に問診票を記入してきてく 

ださし、。 

③お子さんの健康状態を良く知っている方が 

お連れくださし、。 

④他の予防接種を受けて 1 カ月を経ていない 

お子さんは接種できません。  

⑨地区別日程 

地 	区 ッ 	反 B 	C 	G 

五小学区 

七和地区 
6月 6 日因 7月 8 日困 

梅
栄
長
 
沢
 

橋
 
地
地
地
 
区
区

区
  

7月 7 日困 7月 9 日（劉 

みどり町 
飯詰地区 
毘沙門地区 

7月14日困 7月16日圏 

松島地区 
松 島 町 

三好地区 

7月21日困 7月23日圏 

南小学区 

中川地区 
7月28日（水） 7月30日圏 

平成 5年7月 1日 10 

せた雪宮北雪音寺吉会雪官会雪吉会雪吉雪音寺霊雪宮北雪電場者考古雪宮北雪d吉

護 身も心もさっばりする 器
禁 健康相談室へどうぞ 護

じ>対象 五所川原にお住まいの方で、ご自身及

び家族の身体ぐあいの事で心配されている方

じ>内容 .血庄相談、病気の相談、心の相談

c>料金 :無料

じ〉持参するもの '健康手帳(お持ちの方)

保健婦が相談に応じます

開催場所 開催月日

福 *1[: τdE 〉h 自白
7月12円

(月)

コミュニティセンタ一栄
7月15日
(木)

形元三Kこ の 家(若葉)
7月18日
(日)

IÌ~ 活 集 三ZE〉、 所
7月19日
(月)

毘沙門 ・長富 7月20日
コミュニティセンター (火)

俵元力11よセンター
7月21日

(水)

福 山 公 民 館
7月21日

(水)

長富消防センター
7月22日
(木)

オヒ 新 集 τ£E 〉』 月fi
7月22円

(木)

コミュニァィセンター 7月231=1

敷島 (金)

iツ反・
お子さんを結核から守るために、

せましょう。

開催日寺院:1

10 • OO~ 
12 • 00 

10 • OO~ 
14 • 00 

10 • OO~ 
12.00 

12 • 30~ 
14 • 00 

10 • 30~ 
12.00 

11 • OO~ 
12 • 30 

13 • OO~ 
14 • 00 

10 • 30~ 
12.00 

12 • 30~ 
13 • 00 

13 • OO~ 
15 . 00 

BCG 
ぜひ受けさ

[>対象 生後Ii筒 6カ月 -48カ月 までの乳幼児。

(ただし、今までに BCG接極を受けた乳幼

児は除きます。)

[>場所 市保健センター

[>受付時間 午後 1時 - 1時 30分

[>注意事項 ①ツベルクリン注射のfI寺は母子健

!素手1[1長のみを受付に出してくださし」

② BCG  接種の時に問診票を記入してきてく

ださい。

③お子さんの健康状態を良く知っている方が

お連れください。

@:他の予防接栂を受けて 1カ月を経ていない

お子さんは接植できません。

五!t1}.6..1z'it壬〈
HHい口 1)1圭己主シ

市では今年度から、今まで別の日に行ってい

た集団検診を 1日にまとめて受診 できる総合健

診を実施いたします。 1年に 1回の健康チェッ

クにぜひ総合健診を受けましょう。

0検診日程 9 月 ~12月

0検診場所 市保健センター

0 申し込み期日 ー 7 月 15 日 ~23 日(健康ごよみ

では 7 月 1 日 ~15 日となって

おりますが変更になりました

のでご了承ください。)

大詳細については7/15日号広報と同時配布され

る、総合健診、(チラシ)でお知らせいたします。

検診の種類 去す 象

①基本健康診査(循環器関係) 040歳以上(S29.3.31 

②胃 主主 ん 検 民きノ島
生まれまで)の男性

は①~④

③大腸がん検診 040歳以上の女性は

①~⑤ 
④月市 カ2 ん検 設ログを〉 030歳~39歳 (S29 . 4

⑤二子 官 がん検診
1~ S39.3.31生まれ)

の女性は⑤~⑥の検

⑥乳がん ・甲状腺検診 診を受けられます

0注意(1)H5年4月から市内の医療機関でミニドック(基

本健診)、子宵がん・乳がんの個別検診を、受けた方は、

同じ種類の検診は集[-f[では受けられません。

(2)全部の種類の検診を受けることが原則ですが都合

のある}jは選択も可能です。

0問い合わせ 保健環境課 内線 268・272

(結核予防)接種|
。 地区別日程

比出 区 、y 反 B C G 

五小学区

七和地区
6月 6日(火) 7月 8円(木)

梅沢地区

宋 地区

長橋地区
7月 7日凶 7月 9同(金j

みどり町

飯詰地区 7月14日休) 7月16日(剣
毘沙門I也区

松島地区

松島 町 7月21日附 7月23日(剣
三好地区

南小学区
7月28日体) 7月30日(剣

中川地区

平成5年 7月 1R 10 



みんなの健康教室 
ン日 時 

7月23日（金） 午後 1時 

＞場 所 市保健センター 

）講 師 

桜庭庶次五所川原保健所長 

中村登喜雄先生（中村整形外科病院長） 

）テーマ ェイズについて（質疑応答形式） 

）主 催 北五医師会・市保健協議会 

r冒月支肖 

、 	市役所 ft35-21 11 

献血 

期 	日 時 	間 場 	所 

7 月 9 日 

（金） 

午前9時30分から
午前10時15分まで 
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、
ノ
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団
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午前10時30
午前11時15 

分から

分まで 

三八五貨物自動車i璽
送（株）駐車場 

G中飯話） 
／ 十字奉仕団 、 
、 中川分団協賛ノ 

午後 0時30分から
午後 2時00分まで 

「
一
 
賛

五支
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所
所

赤
 
川
前
十
三

市
 
奉
分

原
 
字
好

農
 
仕
団
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ノ
 

午後 2時30分から
午後 4時00分まで 

川
赤
 

J月
、
ノ／

藻
l
、
 
大
宇

好
 
川
奉
分
 
菓

仕
団
 
子
団

協
 
店
 
賛
 

・

十
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L生活講座 

  

 

（働く婦人の家） 

  

昨ぎ”雄言議費 

◇この夏、お子さん・お孫さんのために手作りのおや 
つを作ってみませんか。 

講 師 お菓子のハンザワ店主 半沢寛倫氏 
日 時 7 月12日（月） ・10 : 00---12 : 00 

7 月12日（月） ・18 】 3O---2O 】 30 
受講資格 市内に住所または勤務先を有する女性 
受講料 無 料（材料費は各自負担です） 
募集人員 昼・夜の講座とも各36名 

※定員になり次第締め切ります 
申し込み先及び問い合わせ先 新町働く婦人の家（Te135-8898) 

麟曜縛 

のびのび赤ちゃん・満 1歳 

三上雅樹ちゃん（み首糟）  
母・千賀子さん 上が女の子のせいか、ずいぶ

ん、元気があるなァって感じです。今やっと2. 
3歩、あるけるようになりました。声もよく出

ますし、私も楽な気持で育てています。健やか

に育ってほしいですね。 

うす味料理講習会 

～緑黄色野菜をたっぷりとノ～ 
対象地区 開催月日 締め切り 開 催 場 所 

三 	好 
7月 8 日 
（木） 

7 月 5 日 
（月） 

コミュニテイ 
センター三好 

中 
7月14日 
（水） 

7 月 8 日 
（金） 

コミュニテイ 
センタ一中川 

松 	島 
7月15日 
（木） 

7月 8 日 
（金） 

市保健センター 

毘沙門 
7月16日 
（金） 

7月12日 
（月） 

毘沙門・長富コミ
ュニテイセンター 

前田野目 
7月22日 
（木） 

7月16日 
（金） 

前田野目公民館 

小 	曲 
7月23日 
（金） 

7月19日 
（月） 

小曲農村婦人の家 

＞時 間】ZF育ff9時30分～午後 'U寺 

＞献 立】〇アスパラガスのキャベルロール 

〇魚の野菜ソース 

〇核i盛り 

ン料 金：無 料 

レ持参するもの】 

みそ汁（小ビンに入れて） 

健康手帳、 ごはん、ェプロン、筆記用具 

）申し込み先： 

地区の保健協力員へ（参加申し込み用紙があ 

ります。 

、 

4% 

1! 平成 5年 7月 1日 
	

ノ 

市役所宮35-2官官官

|献血 i
WI I1 H、7 /IlI 

ノF-liij911年30う〉カ〉ら

ノF-liiilOll，'n5分まで

'FliinOIL'I'30王子カ当ら

7)J911 午前11時15分まで

(合)
'1'13ミolI!f30昔〉カミら

'1後 211/1'0日分まで

!I:f&i: 211寺30づ〉治、ら

!I後 4時00分まで

じ〉日時

7月23fI (金) 午後 11"'1'

b場所 rI'1保健センタ-

b講師

上L7 Ifr 

コミ ι ニアイセンタ

-，1h 11川
(ミ l'tこ柄上111 ) 

"'川分卜H協代

ミ八例ミI)L出貨上物 n動 'I(illf
送 (f.l<)!!il，ド場

(i'I'f:lJi託行)
(亦 1-'j-:相川)

'1リ11分卜H協従

i':0r) 11));t" H設協すf
文所内if
(亦 lz利上lH)

分l、H協土空

泌川|・大)11菓子}，Ifliij
(亦 i中制仁川)

'-!lf分I什協代

桜庭成次五所川以保健所長
名

小中j登忠雄先生(ιl'村整形外科病院長)

c>テーマ エイズについて(質疑応答形式)

じ>主催 北五俣師会 .rji保健協議会

|生活講座 I(働く婦人の家)
E重重、liii!E彊掴

く〉この夏、お子さん ・お孫さんのために手作りのおや

つを作ってみませんか。

講師 おt+f+のハンザワ民主平沢究倫氏

日時 7月12日(月)・ 10: 00~12 : 00 

7月12日(月)・ 18: 30~20 : 30 

受講資格 市内に住所または勤務先をイ了する女十生

受講料 無料(材料費は各白負十円です)

募集人員 長 ・夜の講l乍とも各 36名

※定員になり次第締め切ります

申し込み先及び問い合わせ先 新mf働く財人の家('似35-8898)

全国 一三号
、ぷ燃側途、~~、

「愛ω血ミ篠田11お国や走塁:動」

対悼施中f
11 平成 5'1'-7月 1IJ 

のびのび赤ちゃん・満1歳

母・ 千 賀 子 さ ん 上が女の子のせいか、ずいぶ

ん 、元気があるなァって感じです。 今やっ と2、

3歩 、 あ る け る よ う に な り ま し た。 戸もよく出

ま すし、私も楽な気持で、育てています。 健やか

に育 っ て ほ し い で す ね。

|うす味料理講習会 !

~緑黄色野菜をたっぷりと I/'"V

対象地I::{ IJH付UiH 締め切り IJM 催 場 所

~f 
7 JJ 8 rl 7月 5n コ ミュニアイ

(本) (月) セ ンタ--

} 11 7凡1HI 7月 8円 コ ミュニアイ
(水) (金) セ ンター'1'川

.ti: 1';1) 
7 }~ 15日 7月 8R di保健センター

(本) (金)

見沙川
7 )]1611 7片 12n 毘沙門 ・長官コ ミ

(金) (月) ユニティセンター

IIIi 1 [J型fll
7 }j 22 fJ 7月16日

riii山野目公民館
(本) (金)

山
7凡231-'1 7月19円

小世l農村婦人の家
(金) (刀)

じ〉時間 :午前 9時 30分~午後 1時

b献 立 oアスパラガスのキャベノレローノレ

0魚の野菜ソース

0椀盛り

b料 金 無料

b持参するもの .

みそ汁(小ビンに入れて)

健康手帳、ごはん、エプロン、乍記用具

仁〉申 し 込 み 先 ・

地 区 の 保 健 協 力 員へ (参加中し込み用紙があ

ります。
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昭
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云
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）
 

ホロムイイチゴ 

サーク)り 楽しくやっています③ 

長富盆栽会」 
一
 

法律相談へどうぞ 
ン日時 7 月24日（土）午後 lH寺-4時
レ内容 身トの、いっさいの悩みごと 

（三上雅通弁護 Lが相談に応じます） 
＞問い合わせと申し込み 
総合サービス課（内線281) 

シ トベルト しめる心が身を守る 

交通安全は家庭から 

交通事故概況 
（平成 5年 6月20日現在） 

五所川原市交通安全対策協議会 

県 	内 五所川原市管内 

発 生 3, 	341 
(+88) 
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法律相談へどうぞ
じ〉日時 7月241"1(土)午後 111寺~ 4 時

じ>内容 身上の、いっさいの悩みごと。

(ア.上雅通弁護1:が相談に応じます)

c>問い合わせと申し込み

総合サービス課(内線 281) 

;、、お|編i
jす丞|差;
;カ瓦ヌ¥1記 j

美
し
い
私
達
の
川、

山市木
川
。

そ
の
、
ゆ
る
や
か
な
川
の
流
れ
を

子
守
う
た
に
、
私
達
は
育
っ
て
き

ま
し
た。

き
れ
い
な
ま
ま
の
川
を
、
き
れ

い
に
、
次
の
世
代

へ
残
し
て
い
き

た
い
。一

人
ひ
と
り
の
小
さ
な
心
泣
い

で
、
山
前
木
川
を
更
に
山
泣
か
な
川
に
、

守
り
育
て
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

V;1- Jf-J 五所川原市管内

発生
3. 341 1 52 

(+ 88) (0) 

者E 者
64 3 

(+ 1 ) (-1 ) 

1s ~汗 4. 056 1 74 
(+143) (0) 

交通安全は家庭から

12 平成 5ij'-7片 1H 

ル卜しめる心が身を守る卜、J
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